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【2018年6月16日～2018年6月22日までの推移】
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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は対米ドル、対円ともに上昇し

ました。またトルコの2年国債金利も上昇しました。

トルコ市場は週末の大統領選挙と議会選挙を控えて

様子見姿勢が強く、週を通して比較的小動きな展開と

なりました。発表された経済指標は好調なものが多く、

5月の住宅販売や6月の消費者信頼感指数などが改

善しました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は、経済指標では6月の設備稼働率や5月の貿

易収支などが発表されます。

24日（現地）に行われた大統領選挙では、エルドア

ン大統領が過半数を獲得し、再選を果たす見込みと

なりました。また、議会選挙でも与党・公正発展党

（AKP）は単独過半数を失うも、選挙で協力している民

族主義者行動党（MHP）との連立では過半数を確保

する見通しとなりました。

大統領選挙と議会選挙ともに与党が勝利したことで、

当面は政治的な安定が見込まれます。しかし、今回の

選挙を機に、トルコは議院内閣制から大統領制に移

行する予定で、大統領の実権がより強固になります。

エルドアン大統領は、再選した際には金融政策に対し

てより多くの責任を担うとの主旨の発言をしており、中

央銀行への政策介入に対し、市場の警戒が続くと考

えられます。中央銀行の独立性が脅かされる場合に

は、トルコ・リラが再度売られる可能性があります。引き

続き、エルドアン大統領の政策運営に注意が必要と

考えます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し

【トルコ 金利推移】

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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（円/トルコ・リラ）


